
20 ---第１章 北海道農業・農村を取り巻く情勢 

（道内関係者一体となって要請活動を展開） 

 我が国は、近年、ＣＰＴＰＰを始めとする経済連携協定等を相次いで締結し、発効に至りま

したが、その交渉過程において、本道農業及び関連産業、地域経済が将来にわたって発展し、

我が国の食料供給地域としての役割を着実に果たしていくことができるよう、国に対して、道

内の農業団体や経済団体等で構成する「北海道農業･農村確立連絡会議」等による要請活動が

行われました。 

 国は、環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定の大筋合意を受けて平成27年（2015年）11

月25日に策定した「総合的なＴＰＰ関連政策大綱」を、ＲＣＥＰ協定の合意等を踏まえて令和

２年（2020年）12月８日に「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」として改訂し、強い農林水産業

の構築（体質強化対策）や経営安定・安定供給のための備え（重要５品目関連）など、農林水

産分野の対策を進めており、本道においても、ＣＰＴＰＰ等の発効による農業等への影響につ

いて継続的に把握しながら、国の施策等を効果的に活用し、生産基盤の整備、米や牛肉等の国

内外の販路拡大など、本道農業の競争力強化に向けた取組が進められています。 

 

図表1-4-2 国際貿易交渉に係る主な動き（令和６年度（2024年度）） 

年月日 主な動き 

Ｒ６年 

(2024年) 

９月 インドネシアがＣＰＴＰＰへの加入を申請 

12月15日 ＣＰＴＰＰへの英国の加入に関する協定書が発効 

12月17日 令和６年度農林水産関係補正予算が成立 

（TPP関連予算2,449億円） 
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（多くの農産物が全国一の生産量） 

 本道は、都道府県別でみると、多くの農産物の生産量が全国第１位となっています。 

 令和６年（2024年）の耕種部門では、本道でのみ生産されているてん菜のほか、小麦、大

豆、小豆、いんげん、馬鈴しょ、たまねぎ、かぼちゃ、スイートコーン、にんじん等の生産量

が全国第１位と、国内最大の産地となっています。 

 また、畜産部門では、生乳生産量が全国の５割以上を占めているほか、牛肉、軽種馬等も全

国第１位となっています。 

 

図表2-1-2  生産量で北海道が全国第１位の主な農産物（令和６年(2024年)） 

     

     

                   
資料：農林水産省「作物統計」、「牛乳乳製品統計」、「食肉流通統計」、(公社)日本軽種馬協会「軽種馬統計」 
  注：１）生乳は令和６年（2024年）１月から12月までの数値 

２）野菜及び牛肉は令和５年（2023年）の数値 

 

（極めて高い水準の食料自給率） 

 令和４年度（2022年度）の本道の供給熱量ベースの食料自給率は、馬鈴しょや大豆の収穫量

が前年に比べ増加した一方、米や小麦、てん菜の収穫量が豊作だった前年に比べ減少したこと

などにより218％と５ポイント減少したものの、都道府県別では、前年に引き続き全国第１位

となっています。 

 また、生産額ベースの食料自給率は205％で、前年に引き続き全国第４位となっています。 
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図表2-1-3 食料自給率の推移（北海道） 

資料：農林水産省試算 

 注：令和４年度（2022年度）は概算値 

 

（全国の１割を超える農業産出額） 

 令和５年（2023年）の本道の農業産出額は１兆3,478億円で、都道府県の合計に占める割合

（全国シェア）は14.1％となっています。部門別では、乳用牛が4,781億円（全国シェア

52.9％）、野菜が2,489億円（同10.7％）で１位になるなど、多くの部門で上位を占めていま

す。 

 

図表2-1-4 主要部門における農業産出額の都道府県別の構成比（令和５年（2023年）） 

順位 

部門 

北海道 
産出額 
（億円） 

都道府県 
産出額計 
（億円） 

１位 
（％） 

２位 
（％） 

３位 
（％） 

４位 
（％） 

５位 
（％） 

その他 

米 1,149 15,279 新 潟 8.2 北海道 7.5 秋 田 6.1 山 形 4.8 宮 城 4.8 － 

野 菜 2,489 23,243 北海道 10.7 茨 城 7.2 熊 本 5.9 千 葉 5.7 愛 知 4.7 － 

花 き 117 3,522 愛 知 16.0 千 葉 5.7 福 岡 5.3 静 岡 5.1 茨 城 4.7 10 位 

乳用牛 4,781 9,038 北海道 52.9 栃 木 5.2 熊 本 3.9 群 馬 2.8 岩 手 2.8 － 

肉用牛 1,224 7,787 北海道 15.7 鹿児島 15.5 宮 崎 9.8 熊 本 5.6 宮 城 3.2 － 

豚 608 7,259 鹿児島 12.5 北海道 8.4 宮 崎 8.3 千 葉 7.1 群 馬 6.6 － 

鶏 426 12,596 鹿児島 12.2 岩 手 8.5 宮 崎 8.1 千 葉 4.7 青 森 4.5 ８位 

全 体 13,478 95,582 北海道 14.1 鹿児島 5.7 茨 城 4.9 千 葉 4.2 熊 本 3.9 － 

資料：農林水産省「生産農業所得統計」 

 注：全国を推計単位とした農業総産出額は９兆4,991億円 

 

 本道の農業産出額の主要部門別の推移をみると、昭和40年（1965年）と比べ、米のシェアが

約４割から約１割に低下する一方で、乳用牛が約４割を占めるまでに拡大しています。 
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 また、全国と比較すると、広大な土地資源を活用した畑作や酪農等の土地利用型農業の比率

が高く、果実や花き等の耕種その他、中小家畜等を生産する施設型農業の比率が低いことが特

徴となっています。 

 

図表2-1-5 主要部門における農業産出額構成比の推移（北海道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「生産農業所得統計」 
 

 

注：１）「乳用牛」には生乳、「畜産その他」の中の鶏には鶏卵・ブロイラーが含まれる。 
２）農業産出額は、平成19年（2007年）から市町村を単位とした推計を取り止め、都道府県単位に改められたた 

め、平成19年（2007年）以降は、都道府県内の市町村で取引される中間生産物については農業産出額に計上 

されていない。 

 
（本道経済の重要な位置を占める農業と関連産業） 

 令和５年（2023年）の国内の農業総生産（出荷ベースの総生産額から資材費等の中間投入額

を差し引いた額）は４兆1,846億円（概算）で、前年に比べ1,924億円（4.8％）増加してお

り、国内総生産（ＧＤＰ）に占める割合は0.7％となっています。また、令和４年度（2022年

度）の道内の農業総生産は6,404億円で、前年度に比べ292億円（4.8％）の増加となり、道内

総生産に占める割合は3.1％となっています。 

 農業は、農産物を原材料とする食品加工、肥料・飼料等の生産資材や農業機械、観光・運

輸・流通等の広範な産業と密接に結び付いており、特に、本道の乳製品、砂糖、でん粉等の食

料品製造業は、地域経済を支える基幹産業として重要な位置を占めています。 
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図表2-1-6  国（道）内総生産に占める農業総生産の割合 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

資料：農林水産省「農業・食料関連産業の経済計算」、北海道経済部「道民経済計算」 
 注：国内総生産は暦年、道内総生産は年度の統計数値。 

 

令和４年（2022年）の産業別製造品出荷額等における食品工業（食料品製造業及び飲料・たば

こ・飼料製造業）の構成比をみると、本道は41.0％で、全国の11.7％に比べ29.3ポイント高く、

道内では食品工業が製造業の主力となっていますが、付加価値率は25.5％で、全国の29.9％に

比べ4.4ポイント低くなっています。 

 

図表2-1-7 製造品出荷額等の構成比（令和４年（2022年）） 

資料：経済産業省「経済構造実態調査（製造業事業所調査）」 

 

図表2-1-8 付加価値率の推移 

資料：総務省「工業統計調査」平成29年（2017年）～令和元年（2019年）、「経済センサス活動調査」令和２年（2020年）、 

経済産業省「経済構造実態調査（製造業事業所調査）」令和３年（2021年）以降 
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２ 農業生産の概況 

 

(1) 令和６年（2024年）の気象状況 

（前年に続き記録的な高温となった１年） 

令和６年（2024年）の本道の気温は平年よりかなり高く（+1.3℃）、降水量は平年より少な

く（94％）、日照時間はかなり多く（111％）なりました。 

 ３月は高気圧に覆われて晴れた日が多くなりましたが、北からの寒気の影響を受けた日もあ

ったため、平均気温は３月としては７年ぶりに平年並みとなり、４月は月間を通して暖かい空

気に覆われやすく、歴代１位の高温となりました。また、５月は暖かい空気に覆われた日が多

くなりましたが、たびたび寒気が流入し、気温の変動が大きくなりました。 

６月は南から暖かい空気が流れ込みやすく、歴代２位の高温となりました。また、降水量は

少なく、日照時間は多くなりました。７月は暖かい空気に覆われやすく、気温はかなり高く、

日照時間はかなり多くなった一方、下旬には低気圧と前線の影響により日本海側を中心に大雨

となった日があったため、降水量は多くなりました。８月も暖かい空気に覆われやすく高温と

なった一方、低気圧や前線の影響で降水量は多く、日照時間は少なくなりました。 

９月は高気圧に覆われて晴れた日が多かったため、歴代１位の多照となりました。また、低

気圧や前線の影響を受けにくかったため、降水量はかなり少なく、平均気温はかなり高くなり

ました。10月も暖かい空気に覆われやすく、歴代１位の記録的な高温となりました。中旬と下

旬には、太平洋側を中心に広範囲に大雨となった日があり、降水量は多くなりました。11月は

高気圧に覆われやすく、西高東低の気圧配置が長続きしなかったため、日照時間は多くなりま

した。寒気の影響を受けにくかったため、気温は高く、降雪量は少なくなりました。 
 

(2) 令和６年（2024年）の農業生産 

（おおむね好天に恵まれた農作物生産） 

  令和６年（2024年）の本道の水稲の作付面積は９万5,000haで、前年産に比べ1,700ha

（1.8％）増加しました。収穫量は56万2,400トンで、前年産に比べ22,200トン（4.1％）増加

し、おおむね天候に恵まれたことから、10アール当たり収量は592kgで、前年産に比べ13kg

（2.2％）増加、作況指数は103の「やや良」となりました。品質は、令和６年（2024年）12月

末の１等米比率（うるち）が91.2％と、前年産に比べ4.0ポイント上回りました。 

小麦の作付面積は13万2,000haで、前年産に比べ300ha（0.2％）減少しました。登熟はおお

むね良好であったものの、赤さび病や縞萎縮病等の影響により収量・品質が低下したほ場もあ

ったことから、収穫量は71万4,200トンで、前年産に比べ2,900トン（0.4％）減少し、10アー

ル当たり収量は541kgで、前年産に比べ１kg（0.2％）減少しましたが、10アール当たり平均収

量は前年度と比べて105％となりました。また、令和６年（2024年）10月末の１等麦比率（普

通小麦）は92.9％と、前年産に比べ2.0ポイント上回りました。 

 豆類の作付面積は、大豆が４万6,800haで、前年産に比べ1,500ha（3.2％）増加しました

が、小豆が20,800haで、前年産に比べ100ha（0.5％）の減少、一方、いんげんは5,270haと前

年産に比べ180ha（3.3％）の減少となりました。大豆の品質は、令和７年（2025年）１月末の

上位等級比率（１等及び２等）が、前年産の38.2％を上回る58.7％となりました。 



２ 農業生産の概況--- 27 

 馬鈴しょの作付面積は４万8,700haで、前年産に比べ200ha（0.4％）増加しました。植付け
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当たりの上いも数は平年並みで、10アール当たり収量は3,840kgとなり、収穫量は187万トン

で、前年産に比べ４万6,000トン（2.4％）減少し、10アール当たり平均収量対比は104％とな

りました。また、でん粉の歩留まりは平年並みでした。 

 てん菜の作付面積は４万8,900haで、前年産に比べ2,300ha（4.5％）減少しました。は種や

移植作業は平年並みで、生育も順調に進み、10アール当たり収量は7,130kg、収穫量は348万

5,000トンで、前年産に比べ８万2,000トン（2.4％）増加しました。また、根中糖分は高温や

褐斑病の影響を受け15.7％となり、平年を下回りました。 

 

 図表2-2-1 農作物の生産概況（北海道） 

区  分 

作  付  面  積 10ａ当たり収穫量 
（kg） 

収   穫   量 作況 
指数 
R6年 

実 数 （千ha） 前年比 
R6/R5(%) 

実 数（千トン） 前年比 
R6/R5(%) R5年 6 R5年 6 R5年 6 

水  稲 93.3 95.0 101.8 579 592 540.2 562.4 104.1 103 

小  麦 132.3 132.0 99.8 542 541 717.1 714.2 99.6 105 

大  豆 45.3 46.8 103.3 255 283 115.6 132.4 114.5 116 

小  豆 20.9 20.8 99.5 139 218 29.1 45.3 155.7 99 

いんげん 5.5 5.3 96.7 90 102 4.9 5.4 109.6 76 

馬鈴しょ 48.5 48.7 100.4 3,980 3,840 1,916 1,870 97.6 104 

て ん 菜 51.2 48.9 95.5 6,650 7,130 3,403 3,485 102.4 106 

資料：農林水産省「作物統計」 
注：小麦、大豆、小豆、いんげん、馬鈴しょ、てん菜の作況指数は、10アール当たり平均収量対比（10アール当たり平均

収量（原則として直近７か年のうち最高及び最低を除いた５か年の平均値）に対する当年産の10アール当たり収量の

比率）。 
 
（増加した生乳・豚枝肉・鶏の生産） 

 生乳の生産量は、前年に比べ８万9,500トン（2.1％）、豚枝肉の生産量は、前年に比べ

2,300トン（2.1％）、鶏卵の生産量は、前年に比べ１万7,100トン（23.6％）、それぞれ増加

しましたが、牛枝肉の生産量は、前年に比べ300トン（0.3％）減少しました。 
 
図表2-2-2 家畜の飼養及び生産状況（北海道） 

区 分 

飼 養 頭 羽 数 生   産   量 

実数（千頭、千羽） 前年比 
R6/R5(%) 

実数（千トン） 前年比 
R6/R5(%) R5年 6 項目 R5年 6 

乳用牛 842.7 821.5 97.5 生乳 4,174.6 4,264.1 102.1 

肉用牛 566.4 558.5 98.6 枝肉 99.2 98.9 99.7 

豚 759.6 752.2 99.0 枝肉 109.0 111.3 102.1 

採卵鶏 6,333 5,692 89.9 鶏卵 72.4 89.5 123.6 

資料：農林水産省「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」、「食肉流通統計」、「鶏卵流通統計」 

注：飼養戸数は２月１日現在、生乳の生産量は各年度（４月～３月）における生産数量。 
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むね良好であったものの、赤さび病や縞萎縮病等の影響により収量・品質が低下したほ場もあ

ったことから、収穫量は71万4,200トンで、前年産に比べ2,900トン（0.4％）減少し、10アー
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量は前年度と比べて105％となりました。また、令和６年（2024年）10月末の１等麦比率（普

通小麦）は92.9％と、前年産に比べ2.0ポイント上回りました。 

 豆類の作付面積は、大豆が４万6,800haで、前年産に比べ1,500ha（3.2％）増加しました

が、小豆が20,800haで、前年産に比べ100ha（0.5％）の減少、一方、いんげんは5,270haと前

年産に比べ180ha（3.3％）の減少となりました。大豆の品質は、令和７年（2025年）１月末の

上位等級比率（１等及び２等）が、前年産の38.2％を上回る58.7％となりました。 
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 ３ 農村地域の概況 

 

（集落人口は減少し高齢化が進行） 

 令和５年（2023年）の道内の集落（数戸以上の社会的まとまりが形成された住民生活の基本

的な地域単位）の人口は、57万707人で、令和３年（2021年）に比べ４万3,169人（7.0％）減

少しました。 

 また、100人未満は2,202集落で、全体の60.6％、65歳以上の人口の割合が50％以上の集落は

1,277集落（35.1％）と年々増加しています。 

 

図表2-3-1  人口と集落人口（北海道）   （単位：人） 

区分 H31 R３ ５ 

人口 5,277,837 5,167,375 5,069,473 

集落人口 636,452 613,876 570,707 

割合 12.1％ 11.9％ 11.3％ 

資料：北海道総合政策部「北海道集落実態調査」（各年４月１日現在） 

 

図表2-3-2 集落の人口規模別の集落状況（北海道） 

資料：北海道総合政策部「北海道集落実態調査」 

 

図表2-3-3 集落の高齢化率の推移（65歳以上の人口割合） 

未満 ～ ％ ％～ ％ ％以上
資料：北海道総合政策部「北海道集落実態調査」 

 

100人未満 100人～199人 200人～299人 300人～399人 400人～499人 500人以上
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